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抄録：本研究は，高齢者の身体機能や認知機能の維持を目指した外出環境を検討するため，熱帯植物温室

の環境がもたらす高齢者への心身の効果を明らかにすることを目的とした．高齢者41名を対象に，熱帯植

物温室体験前後の生理状態と心理状態を比較した．生理状態は唾液アミラーゼ，血圧，脈拍を測定し，心

理状態は，POMS短縮版とMCL-S.2を用いた．その結果，生理状態は「脈拍」が有意に減少した．心理状

態は，POMS短縮版において「緊張―不安」「疲労」が有意に低下し「活気」が有意に上昇した．また，「混

乱」が後期高齢者のみ有意に低下した．MCL-S.2においては，「はつらつ感」「リラックス感」が有意に上

昇し，「不安感」が有意に低下した．以上から，高齢者への心身の効果として，快適性を向上させる効果と

免疫力を向上させる可能性，認知機能の維持につながる可能性が示唆された．前者は，植物の視覚的な刺

激やフィトンチッドが作用した可能性が考えられ，森林浴がもたらす効果と類似している．後者は，特に

後期高齢者において，思考のまとまりや判断および記憶の維持を助ける効果を見込める可能性がある．ま

た，熱帯植物温室は，一般的な地域の社会的資源として季節や気象を問わず活用が期待できる．したがっ

て，特に北海道の全域が対象となる積雪寒冷地においては，冬季の外出先として熱帯植物温室は有効であ

り，高齢者にとって包括的な健康維持手段として期待できる．
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Abstract:Thepurposeofthisstudyistoclarifyeffectsonmindandbodiesofelderlypersonsthat the

environment of a tropical plant greenhouse brings so as to examine outgo environment aiming at

maintenance of bodyfunctions and cognitive functions of the elderly persons. 41 elderly subjects

experienced a tropical plant greenhouseand psychological and physical states beforeand after the

experiencewerecompared. Salivaryamylase,bloodpressureandpulseweremeasuredforphysical

statesandMCL-S.2andPOMS ofshort versionwereusedforpsychologicalconditions. Asaresult,

it hasbeen found that after theexperience,“pulserate”statisticallysignificantlydecreasedphysical

states. For psychological conditions, the short-version POMS showed “tension -anxiety ”, and
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“fatigue”significantlydecreasedand“vigor”significantlyincreased. Inaddition,“confusion”signifi-

cantlydecreasedonlyin latter-stageelderlypersons. InMCL-S.2,“feeling ofactiveness”“feeling of

relaxed”significantly increased, and “a sense of uneasiness”significantly decreased. The above

results havesuggested possibilityto improve theeffect of improving comfort and immune function

and possibilityto lead to themaintenanceofcognitivefunctionsaspsychosomaticeffectsonelderly

persons. Asfortheformer,visualstimulationofplantandphytoncidepossiblyactedanditissimilar

to theeffect thatwoodsbathing brings. Asfor thelatter,theeffect ofhelping grouping ofthought,

judgmentandmaintenanceofmemorycanbeanticipatedforlatter-stageelderlypersonsinparticular.

In addition, utilization of a tropical plant greenhouse can be anticipated regardless of season and

weather as a general localsocialresource. Therefore,a tropicalplant greenhouseis effectiveas a

place that elderlypersons visit inwinter season,particularlyin a snowand cold pronearea such as

thewholeareaofHokkaidoandit isexpectedtobeacomprehensivehealthmaintenancemeasurefor

elderlypersons.

Keywords:Tropicalplant greenhouse,Comfort,Woods bathing,Elderly,Snowand cold pronearea

１．緒言

我が国の高齢化率は2013年において25.1％に達し，

４人に１人が65歳以上となった ．10年前の高齢化率が

19％であったことから，急速に進む人口の高齢化は周知

の通りである．さらに，要介護者の割合が増加している

ことからも，高齢者の心身の健康維持と介護予防の重要

性は自明である．一般に高齢者は，身体機能および認知

機能の低下が生じ ，有病率も高いとされる ．身体機能

や認知機能の維持は，高齢者の自立独居の継続要因や閉

じこもりの予防となることが明らかにされている ．ま

た，身体機能や認知機能は外出頻度に関連し ，外出頻度

が高いと，生きがいを持てることや ，抑うつの防止

につながることが示唆されている．つまり，高齢者の健

康維持と介護予防における一つのアプローチとして，身

体機能や認知機能の維持を目指した外出環境を整えるこ

とが有効であると考えられる．外出環境を整えることは

オタワ憲章におけるヘルスプロモーションの活動の一つ

に提案されている「健康を支援する環境づくり」を促進

する方法である．昨今，このような健康につながる外出

環境として森林が注目されている．森林の環境は，「森林

まで移動する」や「森林を歩く」という活動を通して日

常生活行動の維持向上を見込める．さらに，2007年に発

足した日本衛生学会森林医学研究会において森林医学

という新たな領域が提唱された．森林医学では，森林の

効果として，人に快適性 をもたらし免疫力を高める効

果があることが検証されている ．草木の緑や花の色

彩，草木から発する殺菌力を持つ揮発性物質(フィトン

チッド)や花果実の香り，鳥の鳴き声や川のせせらぎ，風

のそよぎなど，視覚，嗅覚，聴覚，触覚，および味覚を

通じて人は森林から刺激を受け取っており，それら個別

の要因やその複合が，心理や生理に作用して人に快適性

を与える．森林によって与えられる心理的な効果につい

ては，緊張状態が軽減し，活気が上昇するような心理的

快適性が高まることが，気分プロフィール検査(Profile

ofMood States，POMS)日本語版などの心理検査を通

じて明らかにされている ．また，生理的な効果につい

ても，神経系では，前頭前野の活動を抑制し ，交感神経

の活動を抑制し副交感神経を活発にするなど ，中枢

神経と末梢神経に作用して人の快適性を向上させること

が，脳波や血圧脈拍などの検査を通じて明らかにされて

いる．また内分泌系についても，森林によってストレス

低下がもたらされることが，唾液中コルチゾール濃度な

どの検査を通じて明らかにされている ．心理的ストレ

スは自律神経系の興奮とそれに伴うNK細胞の活性低

下などをもたらすことで免疫機能を低下させる ．その

ため，森林による心身のリラックスは免疫機能の向上に

もつながると考えられており，実際にその効果がNK細

胞活性の測定を通じて明らかにされている ．

森林の与える恩恵に注目し，森林浴などを行う森林セ

ラピーが千葉県をはじめ として全国で推進されてお

り，道内でも健康増進のために推進されており，そのビ

ジネス化も検討されている ．しかし，都市部において森

林は必ずしも身近な環境ではなく，また季節や気象条件

によっても森林の活用は左右される．特に，北海道のよ

うな積雪寒冷地では冬季における森林の活用は制限され

る．積雪寒冷地とは，２月の積雪の深さの最大値の累年

平均が50cm以上かつ１月の平均気温の累年平均が

０℃以下の地域を指し，北海道の全域が対象となる．

我々は，積雪寒冷地に居住する高齢者の健康維持と介

護予防における一つのアプローチとして，熱帯植物温室

に注目した．熱帯植物温室は，季節や気象の影響を受け
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ずに容易にアクセスできるため，北海道のような積雪寒

冷地にとっては特に冬季の利用価値が高いと考えられ

る．

熱帯植物温室は一般に，熱帯地方原産の草木が地植え

や鉢植えで植えられている環境である．森林において人

に快適性をもたらす要素として，視覚刺激である植物の

花や森の風景 ，嗅覚刺激であるフィトンチッド ，聴

覚刺激である鳥のさえずりや川のせせらぎ などがあ

るが，熱帯植物温室にはこれらの刺激のうち花や草木の

姿，フィトンチッドは存在するものの聴覚刺激を欠いて

いる．また，熱帯温室の高く安定した温度要素は，温帯

林の温度要素と異なっている．このため，森林浴の効果

を直接熱帯温室の効果に適用することは出来ないが，こ

れまで，熱帯植物温室の効果は検証されて来なかった．

このため，本研究は，高齢者の身体機能や認知機能の

維持を目指した新たな外出環境の提案を検討するため，

熱帯植物温室の環境がもたらす高齢者への心身の効果を

明らかにすることを目的とする．

２．方法

１)対象

対象者は，札幌市保養センター駒岡(以下センター)の

カルチャースクールに通う60歳以上の高齢者41名であ

る．高齢者は年齢により前期高齢者と後期高齢者に区分

され，先行研究において，身体，認知，心理機能の違い

が明らかにされている ．よって本研究では，75歳を

境に，75歳未満を前期高齢者，75歳以上を後期高齢者と

区分した．

２)実験の場所

本研究で実験環境とした場所は，センターにある中規

模熱帯植物温室である．センターは，主として老人の心

身の健康と福祉の増進を図るため，低廉で健全な保健休

養の場，および世代間の交流を促進する場を提供するこ

とを目的とした老人休養ホームとして，昭和61年に札幌

市南区に設置された．

熱帯植物温室内にはベンジャミン，インドゴムノキ，

タイワンバナナ，ヤシ類などの７mほどの草木やハイビ

スカス，ブーゲンビリヤ，ストレッチアなどの様々な低

い草木が密度高く植え込まれており，森林のような植栽

景観を呈している(図１)．このような植栽のなかを自由

に散策可能である広さも有していることから，温室内の

歩行感覚は森林内の歩行感覚と類似していると考えられ

る．センターでは年間を通じて室温が摂氏14～28度に保

たれており，歩行路は舗装されている．

３)調査期間

本調査は2012年10月中の４日間に実施した．

４)調査項目

対象者の属性，生理状態・心理状態を調査した．森林

浴の効果と比較するため，心理状態と生理状態とで測定

した項目は，一般的に森林浴の研究において用いられて

いる唾液アミラーゼ，血圧，脈拍 及び ProfileofMood

States短縮版(POMS短縮版) を使用した．これらに

加え，POMS短縮版では充分に測定できないポジティブ

な感情を測定するためにMoodCheck List-shortform2

(MCL-S.2)を用いた．

⑴ 対象者の属性

対象者の属性については，年齢(５歳階級)，性別，主

観的健康感の情報を得た．主観的健康観については，「よ

い」から「よくない」までの４件法で回答を求めた．

⑵ 生理状態

生理状態については唾液アミラーゼ，血圧，脈拍を測

定した．これらの測定項目は，自律神経活動の評価とし

て用いた．唾液アミラーゼは，交感神経活動が亢進する

と１～数分の反応時間で活性されることからストレスの

熱帯植物温室の環境がもたらす高齢者の心身への効果

図1 熱帯植物温室
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バイオマーカーになることが証明されている ．また，血

圧値と脈拍値は交感神経活動が亢進すると上昇および増

加し，副交感神経活動が亢進すると低下および減少する．

血圧，脈拍測定はOMRONデジタル自動血圧計(HEM-

632)を用いた．本機器は，血圧計本体を手首に巻きボタ

ンを押して測定する家庭用血圧計であり，測定操作は簡

便である．測定にあたっては，看護師である研究者２名

が確認しながら実施した．唾液アミラーゼ測定は，ニプ

ロ唾液アミラーゼモニター(CM-2.1)を用いた．本機器

は，専用のチップを舌下に入れ唾液を採取した後，チッ

プを本体に差し込んで測定するものであり，測定操作は

簡便である．測定にあたっては，事前に研究者間で測定

操作の練習を行った．

⑶ 心理状態

心理状態については POMS短縮版とMCL-S.2を用

いた．POMS短縮版は，気分を評価する質問紙法であり，

その高い信頼性と妥当性が報告されている ．質問は30

項目であり，30項目の質問は「緊張－不安」「抑うつ」「怒

り・敵意」「活気」「疲労」「混乱」の６つの下位尺度に分

けられる．また，MCL-S.2は，感情を評価する尺度であ

り，信頼性と妥当性が報告されている ．質問は12項目

であり，12項目は「快感情」「リラックス感」「不安感」

の３つの下位尺度に分けられる．

５)実験手順

熱帯植物温室の物理環境について，実験時に気温，湿

度，照度を室内の３箇所で測定し平均値を求めた．

対象者の属性，生理状態と心理状態は以下の⑴～⑶の

プロセス(図２)で実施した．

⑴ 熱帯植物温室体験前

調査室において，対象者の属性についての調査用紙，

唾液アミラーゼ測定，MCL-S.2，POMS短縮版，血圧・

脈拍測定の順で実施した．調査順序を決める際に，前の

調査による心身の疲労などが次の調査へ与える影響の回

避を検討した．唾液アミラーゼ測定は，質問紙調査のス

トレスによる影響を避けるため最初に実施し，血圧と脈

拍の測定は，調査室までの歩行による自律神経への影響

を避けるため最後に実施した．調査に要した所要時間は

20分程度である．

⑵ 熱帯植物温室体験

調査室から熱帯植物温室まで約50ｍを徒歩で移動し，

座観や散策などしながら10分から20分間温室内に滞在

した．この間実験者が被験者に付き添った．

⑶ 熱帯植物温室体験後

対象者の属性についての調査用紙以外の調査項目を⑴

と同様の順序で，温室体験後すみやかに実施した．調査

に要した時間は15分程度である．

６)データ解析

生理状態と心理状態のMCL-S.2については計測数値

をそのまま解析に使用した．心理状態の POMS短縮版

に関しては，素点を年齢性別による補正値である標準化

得点(Ｔ得点)に変換し解析に用いた．

まず，性別区分及び前後期高齢者区分の区分間での各

項目の変化の差の有無を見るため，熱帯植物温室の体験

前後で各項目の変化率を対応のないｔ検定を行った．各

項目の変化率とは，温室体験前の値から体験後の値を引

いた値を，体験前の値で割ったものである．

区分間で差が見られた項目は区分ごとに，また区分間

で差が見られなかった項目は全体で，熱帯植物温室体験

前後の値を対応のあるｔ検定で比較した．計測に不備が

生じた対象者が項目ごとに数人ずつ存在したため，解析

から除外した．すべての解析は IBM SPSS Statistics19

を用いて行った ．

７)倫理的配慮

本研究の実施にあたっては，札幌市立大学デザイン研

究科倫理委員会の審査を受け，承認された．(通知日．

2012/09/18)

３．結果

１)対象者の属性及び熱帯植物温室の環境

対象者は計41名で，属性に関しては前期高齢者17名

後期高齢者24名，男性12名女性29名であった．主観的

健康感はよいが12名，まあよいが24名，あまりよくな

いが４名，よくないが１名であった(表１)．

実験時の熱帯植物温室の環境において，温室内３箇所

の平均値は，気温22℃～28℃，湿度60％～95％，平均照

度276～370ルクスの範囲であった．気温と湿度は実験毎

のばらつきが大きかったが，照度についてはほぼ一定で

あった．

図２ 実験手順
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２)熱帯植物温室体験前後の各項目の差

性別及び前後期高齢者間の区分間で，熱帯植物温室の

体験前後の各項目の変化率を対応のないｔ検定で解析し

た結果，POMS短縮版の「混乱」のみ前後期高齢者間で

差が生じた(p＜0.05)．そのため，「混乱」だけ前期高齢

者と後期高齢者に分割した．

次に，各項目で熱帯植物温室体験前後の値を対応のあ

るｔ検定で比較した結果，生理状態については，熱帯植

物温室体験後に「脈拍」が有意に減少した(表２)．心理

状態については，POMS短縮版において「緊張―不安」

「疲労」が熱帯植物温室体験後に有意に低下し，「活気」

が有意に上昇した(表３)．また，「混乱」は後期高齢者の

み有意に低下した(表３)．MCL-S.2においては，「はつら

つ感」「リラックス感」が有意に上昇し，「不安感」が有

意に低下した(表４)．

４．考察

本研究は，高齢者の身体機能や認知機能の維持を目指

した外出環境を検討するため，熱帯植物温室の環境がも

たらす高齢者への心身の効果を明らかにすることを目的

とする．対象者の属性から主観的な健康感は高いと考え

られた．

熱帯植物温室体験後，生理状態においては脈拍が有意

に減少し，心理状態においては「緊張―不安」「疲労」「不

安感」が有意に低下し，「活気」「はつらつ感」「リラック

ス感」が有意に上昇した．また，「混乱」は後期高齢者の

み有意に低下した．

以上から，「高齢者への心身の効果」を考察する．次に，

高齢者の身体機能や認知機能の維持を目指した外出環境

を検討することについて，「積雪寒冷地における熱帯植物

温室活用の有効性」の観点から考察する．

１)高齢者への心身の効果

⑴ 快適性および免疫力を向上させる効果

実験結果から，熱帯植物温室が高齢者にもたらす効果

として，消極的快適性と積極的快適性の両方をもたらす

ことが明らかとなった．熱帯植物温室体験前後で差が生

じた生理的及び心理的状態のうち，脈拍の減少は自律神

経の鎮静効果が生じたと考えられ，また POMS短縮版

の「緊張－不安」「疲労」およびMCL-S.2の「不安感」

の低下と，MCL-S.2の「リラックス感」の上昇は，心理

的鎮静効果が生じたと考えられる．後期高齢者のみに生

じた POMS短縮版の「混乱」の低下も，同様に心理的鎮
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表3 温室体験前後のPOMS短縮版のＴ得点

(Ｎ＝31，ただし混乱についてはＮ＝14(前期高齢者)，

Ｎ＝17(後期高齢者)，＊：p＜0.05，＊＊：p＜0.01)

表1 対象者の特性(Ｎ＝41)

表2 温室体験前後の生理的状態(Ｎ＝39，＊：p＜0.05)
表４ 温室体験前後のMCL-S.2(Ｎ＝33，

＊：p＜0.05，＊＊：p＜0.01)



静効果と考えられる．

これらから，熱帯植物温室を体験することで，不安や

緊張など不快なマイナス状態を打ち消す消極的快適性が

増進したと考えられる．また POMS短縮版の「活気」と

MCL-S.2の「はつらつ感」の上昇は，ポジティブ感情が

増進したと考えられ，これは楽しい気分などプラスの効

果を与える積極的快適性が増進したと考えられる．

森林浴がもたらす高齢者への影響として，森林散策や

座観前後で血圧の低下や POMS短縮版「抑うつ」「混乱」

の低下が報告されている ．また，森林浴がもたらす

20歳前後の男性への影響として，森林部での座観時の脈

拍や血圧が都市部での座観時より有意に小さく，リフ

レッシュ感が有意に大きかったことが報告されてい

る ．また，森林部での座観後は座観前より唾液アミラー

ゼ活性が低下し ，POMS短縮版「緊張－不安」「抑うつ」

「疲労」「混乱」が低下し「活気」が上昇した結果が報告

されている ．これら森林浴における心身への影響も，消

極的快適性と積極的快適性の増進効果と考えられること

から，熱帯植物温室体験がもたらす高齢者への心身の効

果と森林浴が人にもたらす効果はほとんど同じであると

言える．

心理的なマイナス状態としてのストレスの軽減は免疫

力の向上に繫がることから ，本研究における熱帯植物

温室の体験は，快適性の向上だけでなく免疫力の向上に

つながっている可能性が想定される．

熱帯植物温室によって快適性の向上が生じた要因とし

て，植物や木漏れ日などの視覚的な刺激，植物の花の芳

香物質や葉が発するフィトンチッドなどの嗅覚刺激，あ

るいは実験時の温湿度が作用した可能性が考えられる．

⑵ 高齢者における認知機能の維持につながる可能性

実験結果から，熱帯植物温室の入室前後において，

POMS短縮版の「混乱」の変化の仕方が前後期高齢者間

で異なったうえ，後期高齢者にのみ有意な低下が認めら

れた．このことから森林浴で報告された高齢者における

POMS短縮版「混乱」の低下 は，特に後期高齢者の混

乱の低下が大きく働いている可能性が想定される．

POMS短縮版の「混乱」カテゴリーを構成する質問項

目は，「頭が混乱する」「考えがまとまらない」「途方にく

れる」「物事がてきぱきできる気がする」「どうも忘れっ

ぽい」であり，「思考，判断，記憶など脳の高次の機能の

総称」としての認知機能 を示す質問項目で構成されて

いる．全国の認知症の有病率は，年代別にみると74歳ま

では５％以下だが，その後５歳ごとに倍増し80歳以上で

約15％，85歳以上になると約30％にも達する ．認知症

の発症率が高い後期高齢者にとって，熱帯植物温室の活

用は認知機能の維持に有益である可能性を示している．

ただし，POMSは主観的な気分を評価する尺度であり，

あくまで主観的な混乱という気分の改善を示している．

したがって，認知機能の維持に効果があることを立証す

るためには，認知機能の査定が必要であり，この点につ

いては今後検討していく必要がある．

２)積雪寒冷地における熱帯植物温室活用の有効性

実験結果から，熱帯植物温室の体験は，森林浴の効果

と同様に高齢者に快適性および免疫力の向上や，認知機

能の維持につながる可能性が示唆された．これらの効果

は，高齢者の健康維持と介護予防における一つのアプ

ローチとして有効であると考えられる．

熱帯植物温室の特徴である，季節や気象を問わず容易

にアクセスできることは，北海道のような積雪寒冷地に

とって特に一年を通じて利用可能であるという点で価値

がある．積雪寒冷地に居住する高齢者は，寒さや雪によ

る歩行障害や転倒不安により冬季の外出が難しいこと

や ，夏季と比較して冬季の外出頻度は半分にもなる

ことが明らかにされている ．また，冬季における前期

高齢者と後期高齢者の外出頻度を比較した研究では，後

期高齢者の外出頻度が減ることも明らかにされてい

る ．

熱帯植物温室を含む植物温室は全国各地にあり，道内

では函館市や札幌市にいくつか大規模な施設が存在する

ほか，本研究で実験を行った札幌市保養センター駒岡内

温室や苫小牧市立図書館サンガーデンなど中小規模施設

も各地に複数存在している．このように，熱帯植物温室

は一般的な地域の社会的資源として活用が期待できる．

植物温室を定期的に訪れることで，運動機能だけでなく

免疫機能が維持増進できる可能性があり，高齢者にとっ

て包括的な健康維持手段として熱帯植物温室の活用は有

用と考えられる．とくに後期高齢者にとって，認知機能

を含めた健康維持の手段および冬季の外出先として熱帯

植物温室の有用性が高いと言える．
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注

注１)本研究における快適性は森林医学 で提唱されている

定義を用いる．すなわち，快適性とは人と環境間のリズ

ムが同調するときに人が感じる感覚であり，快適性に

は，不安や緊張など不快なマイナス状態を打ち消すよう

な消極的快適性と，楽しい気分などプラスを与えるよう

な積極的快適性の両側面がある．
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